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はじめに 

 

平成１９年４月の学校教育法の一部改正により「特別支援教育」が始まりました。各学

校では校内委員会の設置、特別支援教育コーディネーターの指名、個別の教育支援計画の

作成・活用等の特別支援教育の推進が図られています。 

また、平成３０年８月には学校教育法施行規則の一部が改正され、小・中学校の特別支

援学級の児童生徒、小・中学校及び高等学校において通級による指導が行われている児童

生徒について個別の教育支援計画の作成が必須とされました。このことにより、これまで

以上に計画的、継続的な支援・指導が可能となり、個別の教育支援計画は進学先や就職先

に確実に引き継がれることで、乳幼児期から就労までの一貫した支援を行うことができる

重要なツールとなっています。 

本県においては、平成３１年３月に中学校を卒業した、通常の学級に在籍する特別な支

援を必要とする生徒の個別の教育支援計画の公立高等学校への引継ぎ率は約２９％であり、

特別支援学級に在籍する生徒の引継ぎ率の約６９％と比較すると低く、中学校から高等学

校に支援情報を適切に引き継ぎ、効果的に活用する仕組みを整えることが依然として大き

な課題となっています。 

こうした課題を解決するため、平成２９年度から平成３０年度にかけて津島市、高浜市

で実施した研究の成果や課題を基に、令和元年度からの２か年において、通常の学級に在

籍する特別な支援を必要とする生徒の支援・指導の充実及び支援情報の引継ぎ方法、活用

等について研究することを目的に、地域内の中学校と高等学校をモデル研究校とした特別

支援教育推進モデル事業を半田市に委託しました。本報告書は、半田市が半田市立成岩中

学校及び県立半田農業高等学校を中高連携特別支援教育推進校として研究に取り組んだ成

果です。 

本報告書が県内の先生方の指導力向上と中学校・高等学校間の一層の連携強化の一助と

なり、県内全域で中学校から高等学校に支援情報が適切に引き継がれ、効果的に活用され

ることを願っています。 

 

令和３年３月 

愛知県教育委員会特別支援教育課  
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○研修の実施 
○保護者理解への啓発 
○中高連絡会等の開催 
○特別⽀援教育連携協議会の

企画・運営 
○引継ぎに関する指針の策定 

○教員の資質向上 
○個別の教育⽀援計画等に基づ

く⽀援・指導内容の検討 
○⽀援情報を引き継いだことに

よる指導の効果検証及び環境
整備 

【市町村における⽀援体制の⼀例】 
○個別の教育⽀援計画等の内容の検討及び使用

する様式の検討 
○中高連絡会の実施 
○⽀援情報を引き継ぐシステムづくり 
○関係機関との連絡調整 
○保護者への啓発 

令和元・２年度特別⽀援教育推進モデル事業「事業報告書」「引継ぎモデル図」の作成  

市町村の取組 高等学校の取組 

【中学校、高等学校における報告書の⼀例】 
○生徒の実態と継続した⽀援 
○引き継いだ⽀援情報等を基に授業で活用した⽀

援の実際 
○⽀援情報を引き継ぐ内容や引継ぎ時期の検討 
○連携の実際 

○教員の資質向上 
○個に応じた⽀援・指導の充

実 
○引継ぎに向けた校内体制

の整備 

中学校の取組 

○ 授業研究会（事前・事後検討会含）、相互授業参観、ケース会議等の開催 
○ 個別の教育⽀援計画等の内容及び引継ぎ時期の検討 

⽀援・指導の実際 

 

障害のある児童生徒等については、学校生活のみならず、家庭生活や地域での生活も含め、⻑期的な視点に
⽴って幼児期から学校卒業後までの⼀貫した⽀援を⾏うことが重要であることから、各学校においては、個別
の教育⽀援計画について、本⼈や保護者の同意を得た上で、進学先等に適切に引き継ぐよう努めること。 

また、各⾃治体の関係部局や関係機関等が連携し、就学、進学、就労等の際に円滑に引き継ぐことができる
体制の構築に努めること。  

平成３０年８⽉２７⽇「学校教育法施⾏規則の⼀部を改正する省令の施⾏について（通知）」（⽂部科学省） 

  

通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする生徒に対する支援・指導の充実及び支援情報の引継ぎ・活用方法の研究 

高等学校 中学校 

○多様な学びの場 
○様々な⽴場、役職に応じた 

研修 
○特別⽀援学校による地域 

⽀援 
○個別の教育⽀援計画・指導 

計画の作成・活用 

○地区特別⽀援教育コーディ
ネーター研修会の実施 

○特別⽀援学校との連携 
○特別⽀援教育⽀援員等の配置 

 
市町村 

○市町村特別⽀援教育連携
協議会の設置・運営 

○特別⽀援教育コーディネ 
ーターの資質向上 

○特別⽀援教育⽀援員等の 
配置 

＜課題＞ 
①通常の学級に在籍する特別な⽀援を必要とする生徒の⽀援・指導方法の充実 
②中学校から高等学校への⽀援情報の引継ぎと活用 

令和元・２年度 中高連携特別支援教育推進校研究構想図 

研究成果の普及（県主催の各種研修会での報告・情報の共有） 
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令和元・２年度愛知県特別支援教育体制推進事業 

特別支援教育推進モデル事業 中高連携特別支援教育推進校研究委託 

研究によせて －「顔と顔をつなぐ」ということ－ 

令和元・２年度評価専門員 星城大学特任教授 小川 純子 

 

 令和元年度と２年度、２年間の研究が終了しました。私にとって、本当に楽しい研究、

事業でした。が、コロナ禍がなければさらに充実したものになっていただろうと・・・。

詮なきこととはいえ、これは、私だけではなく、この事業に携わっていただいた多くの先

生方の思いだと思います。コロナ禍がなければ・・・もちろん、それは、この事業だけに

限らず、日本中の人、世界中の人の思いであることは間違いありません。この状況の中、

本研究では、改めて「顔と顔をつなぐということ」「顔が見えるということ」がどれほど大

事なことなのかを痛感いたしました。 

 令和元・２年度の中高連携の事業を受ける前から、半田市では「ふれあい」という幼小

中をつなぐ「個別の教育支援計画」があり、その「ふれあい」を活用して、幼小中の連携

は丁寧に進められていました。が、中高の連携にはいくつかの課題があり、なかなか進ん

でいないのが現状だったと聞いていました。そこで、幼小中をつなぐ「ふれあい」を見直

し、さらに中高をも「つなぐ」ツールとして活用できるようにと再度検討し、それを活用

して、中と高をつないでいくことを目的として研究が進められました。そして、本事業を

まとめることで、次のことが確認できたと思います。詳細は報告書に委ねます。 

〇個別の教育支援計画・指導計画の引継ぎ 

〇支援・指導方法の充実 

長い時間、特別支援教育に携わってくることができました。たくさんの笑顔にも涙にも

出会いました。その長さを経て、現職の頃には見えなかったこと、見えていても見えない

ことにしてきたことにも、自分自身が向き合うこともできるようになってきたと思えます。

そこで、敢えて言うならば、今後の課題は、これらの成果をいかに次につないでいくかと

いうことだと思っています。これまでも、多くの研究がなされてきました。それらの研究

ごとにいくつかの成果が出され、まとめられました。しかし、その後何年かを経たところ

で、それらの研究の成果がその後にどのようにつながり、生かされているのか。ある時間

を経て、それらを再度検証することも重要なのではないでしょうか。 

この研究のまとめの一番の成果に「顔と顔が見えること」と書いてくださった半田市教

育委員会の指導主事の先生。研修会のたびに、これまでの半田市の取組を丁寧になぞり、

その上で、参加されている全て先生方の発言を引き出してくださった半田市立成岩中学校

の校長先生。中高連携の協力校の中心として、高等学校への働きかけを常に意識してくだ

さった県立半田農業高等学校の校長先生。皆様と研修会等で顔を合わせ、本当の意味で「顔

と顔がつながったこと」。私にとっても、これが一番の成果です。心から感謝申し上げます。 
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令和元・２年度 特別支援教育推進モデル事業 中高連携特別支援教育推進校研究委託 

 

１ はじめに                                                                         

半田市は、現在、人口約12万人

（令和２年10月現在）の都市であ

る。その中に、市立幼稚園等が６

園、市立保育園等が16園、私立幼

稚園が２園、私立保育園等が３園、

小学校 14 校（分校含む）、中学校

６校（分校含む）、県立高等学校５

校、県立特別支援学校２校（知的、

肢体）が設置されている。 

半田市では、子どもたちへの切

れ目ない支援を目指して、生まれ

たときから成人するまで、関係機 

関との連携が積極的に進められている。例えば、学校の児童生徒に関することで不明な点があっ

た場合、生まれたときからの情報は保健センター、放課後デイサービスでの様子は子育て支援課

や障がい者相談支援センターと情報共有している。 

２ 研究のねらい                                                                         

半田市の個別の教育支援計画・指導計画は、通称「ふれあい」という名称で市内の関係者や保

護者に周知されている。「ふれあい」は、就園前に保健センター等からの助言で作成するケース

や、園で個別の支援を受けるためのツールとして作成されるケースがある。よって、支援が必要

な子どもは、個別の教育支援計画・指導計画が就学前に作成されている場合が多い。そして、就

学する際には、ほぼ全員の個別の教育支援計画・指導計画が小学校に引き継がれ、そのまま中学

校にも引き継がれている。 

しかし、高等学校への引継ぎ数は、小学校から中学校への引継ぎ数と比較すると少なくなって

いる。「支援が不要になった」というケースもあるが、「何かと不利になる」「高等学校で支援が

必要な生徒だと思われたくない」と生徒や保護者が考えている傾向がある。その結果、高等学校

進学後に不適応を起こし、その原因を探っているうちに単位が取得できず不登校になったり、退

学になってしまったりすることもある。 

こうした現状を踏まえ、「個別の教育支援計画・指導計画を引き継ぐことが、適切な支援・指

導を受けることにつながり、安心して高等学校生活が送れる」という情報が、正確に生徒や保護

者に伝わるように、市内の県立特別支援学校の助言を受けながら、市内の中学校１校と高等学校

１校を中心に、市内の中学校・県立高等学校とともに、支援情報の引継ぎの在り方について研究

を進めることとした。研究では、以下の２点について取り組んだ。 

児童生徒の支援における顔の見える連携について 

～半田市の中高連携の取組～ 

半田市教育委員会 

【半田市内の園・学校等】 

・
市
立
幼
稚
園
等
…
６
園 

・
市
立
保
育
園
等
…
16
園 

・
私
立
幼
稚
園
…
…
２
園 

・
私
立
保
育
園
等
…
３
園 

・
市
立
中
学
校
…
…
６
校 

・
県
立
半
田
高
等
学
校 

・
県
立
半
田
東
高
等
学
校 

・
県
立
半
田
商
業
高
等
学
校 

・
県
立
半
田
農
業
高
等
学
校 

・
県
立
半
田
工
業
高
等
学
校 

・
市
立
小
学
校
…
…
14
校 

・県立半田特別支援学校（知的） 
・県立ひいらぎ特別支援学校（肢体） 

○通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする生徒への支援・指導方法の充実 

○中学校から高等学校への支援情報の効果的な引継ぎ及び活用方法 
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３ 研究の方法                                                                         

（１）中高特別支援教育研修会を開催し、教員の中高連携の必要性の共通理解と支援・指導力の

向上を図る。 

（２）高等学校が必要とする支援情報を的確に引き継ぐことができるように、中高連絡会・検討

委員会を開催し、個別の教育支援計画・指導計画「ふれあい」の効果的な活用の仕方や引継

ぎ方について検討する。 

（３）支援が必要な児童生徒の保護者に向けた進路説明会を開催し、支援情報が引き継がれるこ

とのメリットを保護者に周知する。 

４ 研究の実際                                                                         

（１）通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする生徒への支援・指導方法の充実 

 ア 中高特別支援教育研修会① 

  ・目 的  「中学校と高等学校の連携」について共有化を図る。 

・参加者  半田市内小中学校特別支援教育

担当教員、半田市内県立高等学

校・半田市内県立特別支援学校特

別支援教育担当教員 

・内 容  中高連携の現状と特別な支援を

必要とする生徒への支援・指導に

ついて情報交換を行った。星城大

学の小川純子特任教授を講師に

招聘し、グループ演習を行った。 

     2017～2018 年度の津島市及び高

浜市の中高連携特別支援教育推進

校研究のまとめ等から、疑問に思ったことを挙げ、その疑問から、今後、半田市

及び自分の学校で特別支援教育の中高連携についてどのようなことができるの

かを考えた。 

（参加者の声：高等学校） 

・中学生時に作成された個別の教育支援計画・指導計画が、進学先でどのように生かされ

ているのかを伝えることや、どのように生かしたらよいのか中学校と高等学校で相談す

ることが必要だと感じた。 

・高等学校卒業後の進路を見通して、具体的な支援について考えていくとよい。 

・学校間や関係機関と定期的、または必要に応じて連絡会が行えるような、顔の見える体

制づくりが必要だ。 

（参加者の声：中学校） 

・個別の教育支援計画は、高等学校のニーズに合わせた形式に変えるとよい。 

・生徒のアセスメントを行う際には、中学校と高等学校の役割の違いを認識し、その上で

目標や手立てを明確化するとよい。 

【小川先生の講話】 
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イ 中高特別支援教育研修会② 

  ・目 的  「中学校と高等学校の個別の支援」について理解を深める。 

  ・参加者  半田市内小中学校特別支援教

育担当教員、半田市内県立高等

学校・半田市内県立特別支援学

校特別支援教育担当教員 

  ・内 容  半田市特別支援教育相談員の

角谷悟先生から「中学校と高等

学校における個別の支援」につ

いて、これまで角谷先生が特別

支援学校で実践されてきたこ

とや、現在、市内の巡回指導で

関わっている児童生徒への対

応について話を聞いた。その後、グループに分かれ、学んだことや自分の学校に

持ち帰って伝えたいことなどを話し合い、学びを深めた。 

 

（２）中学校から高等学校への支援情報の効果的な引継ぎ及び活用方法 

○ 中高連絡会・検討委員会  

  ・目 的  高等学校が必要とする支援情報を的確に引き継ぐことができるように、個別の

教育支援計画・指導計画「ふれあい」の様式について検討する。 

  ・参加者  半田市内中学校特別支援教育担当教員、半田市内県立高等学校・半田市内県立

特別支援学校特別支援教育担当教員 

 

（参加者の声：中学校） 

・小学校から中学校、中学校から高等学校へのつながりが大切であることを改めて実感し

た。特に、高等学校には特別支援学級がないため、支援が必要であるにも関わらず個別

の教育支援計画を作成していない生徒への対応に、いかに苦慮されているのかがよく分

かった。 

・角谷先生のお話や研究協議から、子どもを見立てることの大切さを改めて感じた。障害

名ではなく、児童一人一人をよく見て、必要な支援をしていくことが大切だと感じた。 

（参加者の声：高等学校） 

・「うまくいっている事例」から学んでいくことが大切だということが分かった。校

内の先生たちに広げていきたい。 

・校内で特別支援教育に対する理解を深めるために研修を行っているが、なかなか難

しいところがある。しかし、今回他の先生の話を聞いて、悩みながらコーディネー

ターの役割を果たそうとしているのは自分だけではないということが分かり、励み

になった。 

【角谷先生の講話】 
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  ・内 容  初めに、中学校から引き継がれ

た個別の教育支援計画・指導計画

がどのくらい高等学校で活用され

ているのか情報交換をした。高等

学校では、特別支援教育コーディ

ネーターから生徒の関係者に適宜

情報が伝わっているが、情報の内

容については改善の余地があるこ

とが分かった。 

そこで、仮の生徒を設定し、個

別の教育支援計画・指導計画を作成するケース会を複数回実施した。まず、支援

に関して一定の系統性をもたせるために、「自立活動 27 項目」からその生徒の実

態から考えられる支援方法を導き、引き継ぐ方法を考えた。しかし、自立活動を

中心に考えるだけでは、高等学校側に必要な情報が不足しているということが分

かった。 

別の会では、年度当初の生徒の支援について、すぐに対応できるようにするた

め、「引継ぎシート」の作成を試みた。年度当初に特化した「引継ぎシート」は効

果的であると考えられたが、個別の教育支援計画とは別に作成することで、教師

の負担が増えてしまうというデメリットも浮かび上がってきた。そこで、現在使

っている個別の指導計画の様式を改訂することにした。年度当初の情報としてす

ぐに欲しい情報は何か、高等学校側から様々な意見が挙げられた。中学校が負担

感なく、かつ高等学校にとって有効な情報を記入するためには、どのような様式

がよいか話し合い、アイデアをまとめた。 

（３）支援情報の引継ぎによるメリットの保護者への周知 

 ○ 半田市特別支援教育進路説明会 

  ・目 的  半田市内の個別の支援が必要な子どもをもつ保護者を対象に、高等学校におけ

る個別の教育支援と、個別の教育支援計画・指導計画「ふれあい」の引継ぎのメ

リットについての周知を図る。 

  ・参加者  市内小中学校の個別の支援が必要な子どもの保護者、市内小中学校特別支援教

育担当教員、半田市内県立高等学校特別支援教育担当教員 

  ・内 容  中学校を卒業後、どのような進路選択ができるかについて関心のある保護者は

多い。毎年100名近くの参加がある説明会であるが、進路選択が迫った中学生の

保護者だけでなく、小学生の保護者が多数参加している。県立半田特別支援学校、

桐華家政専門学校（高等課程）、県立半田農業高等学校の教員、半田市障がい者

相談支援センター長を講師に招聘し、それぞれの学校等でどのような個別の対応

が可能なのか、学校生活と進路について説明をしていただいた。 

【中高連絡会・検討委員会の様子】 
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５ 成果と課題                                                                         

（１）成果 

 ア 顔の見える関係づくり 

   市内の小中学校と高等学校で「特別支援教育」の視点をもって研修会等に取り組んだこと

により、これまであまり接点のなかった教員同士が顔を合わせることができ、今後の連携推

進に向けて意欲を高めることができた。 

   特に、研修会で実施した高等学校の授業参観において、進学した生徒がさりげなく支援を

受けながら真剣に授業に取り組む様子や、専門学科ならではの実習に意欲的に取り組む様子

を実際に見ることで、教員自身が高校生活の具体的なイメージをもつことができた。 

 イ 個別の教育支援計画・指導計画の引継ぎ 

   連携して研修会や検討会を行うことで、幼保小中で引き継がれた個別の教育支援計画・指

導計画が高等学校でも職員間で十分に情報共有され、役に立っていることが分かった。また、

合格決定後や入学式直後に保護者と面談を行い、高校生活における支援方法について検討し

ていることも分かった。小中学校の進路指導において、個別の教育支援計画・指導計画の引

継ぎについて、担当者が保護者や生徒に対して自信をもって説明をすることができるように

なった。 

   また、高等学校では単位が取れなければ卒業ができないため、不適応を起こして不登校に

なってしまうことを避けたいという切実な問題も共有することができた。年度当初の引継ぎ

の重要性が分かったので、年度当初に特にお願いしたいことが分かるような個別の指導計画

に改訂することができた。 

   改訂のポイントとしては、中学校では、生活面の様子の記載が多かったが、「得意な教科、

苦手な教科など、学習面の様子も知りたい」「支援時に必要な物品や機材等について知りた

い」「高等学校卒業後の進路希望を書いてほしい」「提出物が出せるかどうか知りたい」とい

う高等学校側のニーズが明らかになったので、個別の指導計画の記載例に追記し、高等学校

にどのように伝えるのか中学校卒業時の保護者面談で記載してもらうようにした。 

   半田市特別支援教育進路説明会においては、特別支援学校、高等学校、専修学校、就労そ

れぞれの立場から支援情報の必要性を話していただいたので、個別の教育支援計画・指導計

画の引継ぎのメリットを保護者に直接伝えることができた。今後、保護者懇談会等において

担任等が引継ぎのメリットを再度伝えることにより、引継ぎが必要な生徒の情報が確実に高

等学校等に引き継がれることが期待される。 

 ウ 支援・指導方法の充実 

   星城大学の小川先生を講師に招聘した研

修会では、「支援が必要な大学生」について

もお話を伺うことができた。目の前の生徒が

大学生や社会人になっても困り感をもって

生活する可能性があることを知り、生徒の将

来を見据えて支援・指導していかなければな

らないことが分かった。 

   半田市特別支援教育相談員の角谷先生は

特別支援学校の勤務経験があり、現在は半田

【市特別支援教育研修会の様子】 
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市内の小学校を巡回し、保護者や教師の相談活動をしている。研修会では、豊富な経験から

事例を挙げて支援・指導方法を話していただいた。参加していた様々な校種の教員がこの研

修会で得たことを自分の目の前にいる子どもへの指導に生かしていきたいと意欲を高める

ことができた。 

   今回の研究をきっかけとして、例年、教育委員会や半田市特別支援教育部会で開催してい

る研修会に、市内の県立高等学校や県立特別支援学校の先生にも参加をしていただいた。こ

れまでの小中学校を対象とした連携・引き継ぎに関する研修では中学校が受け身になりがち

であったが、高等学校が参加したことで、中学校も送り手としての意識が高まった。また、

新たな研修を立ち上げるのではなく、既存の研修会を活用したことで今後も無理なく継続で

きる仕組みを整えることができた。 

 エ 半田市中高連携リーフレットの作成・配付 

   進路指導の最初の場面での活用を想定して、市内の中学校２年生向けに、半田市内の県立

高等学校及び県立特別支援学校を紹介するリーフレットを作成し、配付した。市内には生徒

の個性を生かすことのできる多様な高等学校があること、半田市が行っている幼保小中連携

が高等学校にもつながっていて、安心して進学できることが分かる内容にした。このリーフ

レットを通して、市外の高等学校にも同様に安心して進学できるというメッセージを伝える

ことができるように、特別支援教育の担当者だけではなく、進路指導担当者にも作成の意図

を伝え、各校の全教員に周知することで、有効に活用することができるようにした。 

（２）課題 

 ア 中高連絡会の在り方 

   どのような情報をどのような形で引き継げばよいかは明らかになってきた。しかし、これ

までの中高連絡会では、主に学年主任や進路指導主事、生徒指導主事によって引継ぎが行わ

れ、特別支援教育コーディネーターが参加することが少なかった。中高連絡会に特別支援教

育コーディネーターが参加したり、高等学校入学後もコーディネーター同士で気軽に情報交

換したりし合える関係づくりを引き続き構築する必要がある。 

 イ 個別の教育支援計画・指導計画の活用 

   今回は、中学校の支援情報を効果的に高等学校へ引き継ぐ方法を模索したが、学校の情報

だけでなく、生徒が関わってきた医療関係や福祉関係の人たちからの情報も引き継ぐメリッ

トがある。そのためには、個別の教育支援計画・指導計画を学校の中だけに留めておくので

はなく、クリニックを受診する際や福祉のケース会議の際には保護者の了承のもと、学校か

ら持ち出して情報共有し、常に最新情報が記載してあることが望ましい。誰もが見やすく活

用しやすいものにするために、今後も内容や活用方法について検討していく必要がある。 

   また、各市町で個別の教育支援計画・指導計画の様式が異なっている現状がある。様々な

様式のものを受け取る高等学校側のことを考えると、今回改訂した個別の教育支援計画・指

導計画について、まずは知多地区全体に広げていくことが必要であると考える。 

６ おわりに                                                                          

 これまで、市内の幼保小中連携については様々な取組を行ってきたが、高等学校との連携につ

いては、どのような方法でつながればよいのかさえ分からなかった。しかし、このような研究の

機会を与えていただいたことで、中学校・高等学校の校長先生を通じて顔が見える関係づくりを

進めることができた。支援が必要な生徒やその保護者にとって、市内にある身近な高等学校は安

心して通う（通わせる）ことができるメリットがある。そして、半田市には、個性豊かな学校が

そろっている。今回構築した仕組みを生かして、これからも中高連携を続けていきたい。 
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個別の指導計画             《作成した日》令和   年  月  日 

学年 
氏名  作成者 

所属 半田市立 

  年 氏名 
 

 子ども 

 の長所 ４月 

 年 

 間 

 目 

 標 
４月

 保護者 

 の願い ４月 
 

 各期の目標と手立て 各期の実態 指導の評価 

１ 

学 

期 

４月 ７月 ７月

２ 

学 
期 

７月 １２月 １２月

３
学
期
か
ら
進
級
前 

１２月 ３学期 ３学期

次年度の方向性・引継事項 

                 ３学期 
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資料１



 
 

個別の指導計画  （年長、小６、中３用）《作成した日》令和  年  月  日 

学年 
氏名  作成者 

所属 半田市立 

  年 氏名 
 

 子ども 

 の長所 ４月 

 年 

 間 

 目 

 標 
４月

 保護者 

 の願い ４月 
 

 各期の目標と手立て 各期の実態 指導の評価 

１ 

学 

期 

４月 ７月 ７月

２ 

学 
期 

７月 １２月 １２月

３
学
期
か
ら
卒
業
前 

１２月 ３学期 ３学期

次年度の方向性・引継事項 

                   ３学期 
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個別の指導計画 

《作成した日》令和  年  月  日 

学年 
氏名 ○ ○ ○ ○ 作成者 

所属 半田市立○○小学校 

小４年 氏名 ○ ○ ○ ○ 

 

 各期の目標と手立て 各期の実態 指導の評価 

１ 

学 

期 

別室で学習に取り組む

ことができる。 

あらかじめ，家庭で音

読の練習に取り組ませ

てから，学校で学習す

る。学習したことを認

めるようにする。 

４月

・保健室に頻繁に行くように

なり，泣いて怒っては教室を

飛び出すようになる。 

・教師がそばに付くことで，

本人の勝手な思い込みが，友

達とのトラブルの原因にな

っていることが分かってき

た。        ７月 

○トラブルになったときは

別室でクールダウンするこ

とで落ち着けるようになっ

た。 

▲自分からクールダウンが

できるようになるとよい。 

 

７月 

２ 
学 
期 

算数，体育などの得意

な教科を，教室で学習

することができる。 

算数はＴＴ教師が中心

に授業を進める。 

スポーツが得意なた

め，見本にするなど活

躍の場を与えることで

自信を付けさせる。 

７月 

・体育はほとんど授業に参加

できた。 

・保健室の使用は減ってきた

が，少しでも困難なことがあ

ると泣いて怒る。 

 

 

 

１２月 

○算数や体育は落ち着いて

教室で学習できるようにな

った。 

○運動会の徒競走は初めて

ゴールまで走れたと自信に

なったようである。 

▲自分からクールダウンが

できるようになるとよい 

１２月 

３
学
期
か
ら
進
級
前 

自分の努力を自覚し，

教室で学習することへ

の自信をつける。 

何かができたら「頑張

りカード」にシールを

貼り頑張りが目に見え

るようにする。 

１２月 

・頑張りカードのシールがた

まることで、家で保護者に褒

められることが増えた。 

 

 

 

 

３学期 

○家で褒められることが増え

て、自信がつき、より一層努

力するようになった。 

３学期

次年度の方向性・引継事項 

・５年生になったら図書委員会で頑張りたい。（本人） 
・できるだけたくさんの授業を教室で受けられるようになってほしい。（保護者） 
・初めての課題の理解の苦手さや友達との関係の苦手さは残っている。本人の苦手さ
に早く気づき，丁寧に説明することがこれからも必要。       ３学期 

子ども 

 の長所 

家庭学習に熱心に取り組むこ

とができる。      ４月 

 年 

 間 

 目 

 標 

教室で学習に取り組むことができる。 

 

 

４月 

 保護者 

 の願い 

教室で学習してほしい。 

４月 

保護者（・本人）ととも
に相談して記載する時期 

○…よかったこと 
▲…課題 
→記号で示す 

４月の欄は昨年度の
３学期を参照する。 
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個別の指導計画                     （年長、小６、中３用） 

《作成した日》令和  年  月  日 

学年 
氏名 ○ ○ ○ ○ 作成者 

所属 半田市立○○中学校 

中３年 氏名 ○ ○ ○ ○ 

 

 各期の目標と手立て 各期の実態 指導の評価 

１ 

学 

期 

順序立てて自分の思い

を伝えられるようにす

る。 

 

 

 

 

 

４月 

・通級でのトレーニングを継

続した。 

・担任とは若あゆ日記の文章

で思いを伝えた。 

・教育相談で自分の思いを話

した。  

７月

○少しずつ自分のことを話

せるようになってきている

通級を継続したい。 

▲通級の指導日の間隔があ

いてしまったときに不安定

になった。 

７月

２ 
学 
期 

順序立てて自分の思い

を伝えられるようにす

る。 

言葉のバリエーション

を増やす。 

自分で進路を決める。 

７月

・通級でのトレーニングを継

続した。 

・担任との面談を継続した 

・体験入学に参加した。 

・数学は、Ｔ２教師に支援を

してもらった。 

 

１２月

○通級でのトレーニングが

学習を支える力にもなって

いる。向上のきっかけになっ

た。 

○体験入学に熱心に参加し

志望校を自ら考えた。 

▲数学のＴ２教師が関わり

すぎて，自分のペースが乱れ

てしまった。 

１２月

３
学
期
か
ら
卒
業
前 

自分の努力を自覚し，

教室で学習することへ

の自信をつける。 

１２月

・通級でのトレーニングを継

続した。 

・面接練習をした。 

・進路相談を行った。 

３学期

○自分の気持ちを積極的に表

現しようとした。 

３学期

次年度の方向性・引継事項 

子ども 

 の長所 

何事にも丁寧かつ確実にやろ

うとする。      ４月 

 年 

 間 

 目 

 標 

通級に通うことで、自分の思いをうまく伝

えられるようにする。 

志望校合格 

４月

 保護者 

 の願い 

コミュニケーションがうまくとれ

るように。第一志望合格。 ４月 

・まずは、高校を卒業することが目標。友達もつくりたい。（本人） 
・高校を卒業し、好きなことを生かして専門学校等に通ってほしい（保護者） 
・グループ活動が苦手なため、友達とうまく関われるように支援をしてほしい。 
・提出物を確実に出すために、必要に応じて量を加減してほしい。     ３学期 

○…よかったこと 
▲…課題 
→記号で示す 

保護者（・本人）ととも
に相談して記載する時期 

高等学校卒業後の
希望も記載する。 提出物の提出状況

を記載する。 

得意・不得意な教科
について記載する。 

４月の欄は昨年度
の３学期を参照す
る。 
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半
田

中
学

校
 

〒
4
7
5
-0

9
0
5
 

半
田

市
岩

滑
東

町
5
-8

0
 

  
0
5
6
9
-2

1
-0

8
7
2
 

乙
川

中
学

校
 

〒
4
7
5
-0

0
8
7
 

半
田

市
大

池
町

3
-1

 
 

  
 0

5
6
9
-2

8
-0

7
1
7
 

亀
崎

中
学

校
 

〒
4
7
5
-0

0
2
4
 

半
田

市
亀

崎
高

根
町

5
-4

0
 

0
5
6
9
-2

8
-0

3
1
3
 

成
岩

中
学

校
 

〒
4
7
5
-0

9
2
2
 

半
田

市
昭

和
町

3
-8

 
 

  
 0

5
6
9
-2

1
-0

5
3
0
 

青
山

中
学

校
 

〒
4
7
5
-0

8
3
6
 

半
田

市
青

山
5
-6

-1
 

 
 
  

0
5
6
9
-2

3
-3

0
8
0
 

青
山

中
学

校
な

ら
わ

学
園

分
校

 

〒
4
7
5
-0

9
3
2
 

半
田

市
鴉

根
町

3
-4

0
-1

 
  

0
5
6
9
-2

7
-5

9
6
3
 

半
田

高
等

学
校

 

〒
4
7
5
-0

9
0
3
 

半
田

市
出

口
町

1
－

3
0
 

 
 0

5
6
9
-2

1
-0

2
7
2
 

半
田

東
高

等
学

校
 

〒
4
7
5
-0

0
1
6
 

半
田

市
西

生
見

町
3
0
 

  
  

0
5
6
9
-2

9
-1

1
2
2
 

半
田

工
科

高
等

学
校

 

〒
4
7
5
-0

9
1
6
 

半
田

市
柊

町
3
-1

 
 

 
  

 0
5
6
9
-2

1
-2

1
6
4
 

半
田

農
業

高
等

学
校

 

〒
4
7
5
-0

9
1
6
 

半
田

市
柊

町
1
-1

 
 

 
  

 0
5
6
9
-2

1
-0

2
4
7
 

半
田

商
業

高
等

学
校

（
含

：
定

時
制

課
程

）
 

〒
4
7
5
-0

9
1
2
 

半
田

市
白

山
町

2
-3

0
 

  
  

0
5
6
9
-2

1
-0

2
5
1
 

半
田

特
別

支
援

学
校

 

〒
4
7
5
-0

9
4
5
 

半
田

市
池

田
町

2
-3

0
 

  
  

0
5
6
9
-2

7
-7

0
6
1
 

ひ
い

ら
ぎ

特
別

支
援

学
校

 

〒
4
7
5
-0

9
0
3
 

半
田

市
出

口
町

1
-8

-1
 

 
0
5
6
9
-2

6
-7

1
3
1
 

半
田

市
教

育
委

員
会

 
学

校
教

育
課

 
教

育
サ

ポ
ー

ト
相

談
（

半
田

市
役

所
内

）
 

〒
4
7
5
-8

6
6
6
 

半
田

市
東

洋
町

2
-1

 
 

  
 0

5
6
9
-8

4
-0

6
8
8
 

（
平

日
9
:0

0
～

1
6
:0

0
）

 

半
田

市
教
育

委
員

会
 

☆
相

談
先

 

☆
進

路
日

程
 

４
月

７
月

１
２

月

３
月

１
月

新
年

度
の

始
ま

り
で

す

・
夢

や
願

い
を

も
と

に
、

年
間

目
標

を
立

て
ま

し
ょ

う
。

・
１

学
期

の
目

標
や

手
立

て
を

考
え

ま
し

ょ
う

。

懇
談

会
が

あ
り

ま
す

・
１

学
期

を
振

り
返

っ
て

、
が

ん
ば

っ

た
こ

と
等

を
評

価
し

ま
し

ょ
う

。

・
２

学
期

の
目

標
や

手
立

て
を

考
え

ま

し
ょ

う
。

懇
談

会
が

あ
り

ま
す

・
２

学
期

を
振

り
返

っ
て

、

が
ん

ば
っ

た
こ

と
等

を
評

価

し
ま

し
ょ

う
。

・
次

年
度

に
向

け
た

目
標

や

手
立

て
を

考
え

ま
し

ょ
う

。

次
年

度
に

つ
な

げ
ま

し
ょ

う

・
３

学
期

や
１

年
間

を
振

り
返

り
、

４
月

か
ら

の
目

標
や

手
立

て
を

考
え

ま
し

ょ
う

。

教
育

相
談

学
校

見
学

受
検

校

決
定

受
検

進
学

準
備 中

３
の

１
年

間
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今
の

自
分

に
つ

い
て

 

夢
や

希
望

 

知
り

た
い

こ
と

・調
べ

た
い

こ
と
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＜主 催＞半田市教育委員会 

＜参加者＞市内の全中学校及び市内県立高等学校より各1名（特別支援教育コーディネーター等、県立半

田商業高等学校は全日制・定時制から各１名）、障がい者相談支援センター・半田市役所地域

福祉課・半田市特別支援教育相談員等関係機関職員 

＜内 容＞・今後の引継ぎ方法について確認する。 

・各学校の様子について情報交換を行う。 

・特別な支援を必要とする生徒の支援・指導方法に 

ついて研修を行う。 

 
 
 
・各中学校において校内教育支援委員会を開催する。 

・高等学校等に進学後、効果的な支援を受け、充実した学校生活が送れるように、教育支援計画等を引

継ぐことが望ましい生徒について検討する。 

 

 
 
・本人と保護者と懇談会を開催する。 

・各期の実態や評価、次期に向けての目標を設定する。 

・高等学校等に支援情報を引き継ぐかどうか確認する。また、引き継ぐ情報の内容についても確認する。 

・３月は、年度当初に特に高等学校に伝えたいことについて内容を確認する。 

 
 
 
・夏休み等に開催される、高等学校の見学会に参加する。 

・進学後にどのような支援を受けることができるのか、高等学校から情報を得る。 

 
 
 
・進路先ごとに引継ぎ生徒の名簿一覧を作成する。 

・個別の教育支援計画等の引継ぎ資料を進路先ごとに分類する。 

 
 
 
・保護者の同意を得て、指導要録等と共に個別の教育支援計画等を進路先に送付する。 

 
 
 
・高等学校からの要請を受け、必要に応じて該当の中学校と高等学校との間で中高連絡会を開催する。 

・該当の生徒について、中学校時の有効な支援方法や高等学校での様子等について情報交換を行う。 

 
 

① 半田市中高連絡会・研修会の開催（６月、２月） 

④ 高等学校見学会への参加（８月） 

⑥ 指導要録と共に個別の教育支援計画等を送付（３月） 

「つながり」の概要 ＜中学校＞【半田市モデル】 

⑤ 引継ぎ生徒一覧表の作成と引継ぎ資料の整理（３月） 

⑦ 該当校による中高連絡会（４月、５月） 

② 校内教育支援委員会の開催（６月、１０月、１月） 

③ 懇談会の実施（７月、１２月、１月、３月） 
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・定期的に本人と保護者と面談を行い、学校や家庭での様子、今後の目標や支援等について共通理解を図

る。 

・各期の実態や評価、次期に向けての目標を設定する。 

 
 
 
・必要に応じて引継ぎ生徒本人と保護者と面談を行う。（個別の教育支援計画を作成している場合は必須） 

・生徒の実態・支援方法等について確認し、必要な合理的配慮について合意形成を図る。 

 

 
 
・校内委員会を開催し、引継ぎがあった生徒について、生徒の実態、保護者の意向、支援の方針等を全職

員で確認する。 

・該当生徒の支援・指導に携わる教職員は、個別の教育支援計画等の引継ぎ資料に目を通す。 

・引継ぎ情報を基に生徒の支援方法を検討し、全教職員で共通理解を図る。 

 

 
 
・入学後、必要があれば引継ぎ生徒等の出身中学校に要請し、中高連絡会を開催する。 

・該当の生徒について、中学校時の有効な支援方法や高等学校での様子等について情報交換を行う。 

 
 
 
＜主 催＞半田市教育委員会 

＜参加者＞市内の全中学校及び市内県立高等学校より各1名（特別支援教育コーディネーター等、県立半

田商業高等学校は全日制・定時制から各１名）、障がい者相談支援センター・半田市役所地域

福祉課・半田市特別支援教育相談員等関係機関職員 

＜内 容＞・今後の引継ぎ方法について確認する。 

・各学校の様子について情報交換を行う。 

・特別な支援を必要とする生徒の支援・指導方法について研修を行う。 

 
 
 
・夏休み等に学校見学会を開催する。 

・支援を受けたい生徒の状況を把握し、可能な支援

について、中学校や本人や保護者に情報提供す

る。 

 

 

 

Ｆ 学校見学会の開催（８月） 

「つながり」の概要 ＜高等学校＞【半田市モデル】 

Ｅ 半田市中高連絡会・研修会の開催（６月、２月） 

Ｂ 引継ぎ生徒の保護者と面談（４月） 

Ｄ 該当校による中高連絡会（４月、５月） 

Ａ 懇談会の実施（３月、７月、１２月） 

Ｃ 校内教育支援委員会の開催（４月、９月） 
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＊①～⑦は「つながりの概要＜中学校＞」を参照      ＊Ａ～Ｆは「つながりの概要＜高等学校等＞」を参照 

★は、生徒・保護者が関係するもの 

 中学校  高等学校等 

３月 

  ■★合格発表 

■指導要録と共に個別の教育

支援計画等を受領 

■★懇談会の実施【Ａ】 

４月 

  ■★引継ぎ生徒の保護者と面談【Ｂ】 

■校内教育支援委員会の開催Ⅰ【Ｃ】 

 ■該当校による中高連絡会Ⅰ【⑦】【Ｄ】  

５月  ■該当校による中高連絡会Ⅱ【⑦】【Ｄ】  

６月 
 ■半田市中高連絡会・研修会の開催Ⅰ【①】【Ｅ】  

■校内教育支援委員会の開催Ⅰ【②】   

７月 ■★懇談会の実施Ⅰ【③】  ■★懇談会の実施【Ａ】 

８月 
 

■高等学校見学会への参加【④】 

■学校見学会の開催【Ｆ】 

 

９月   ■校内教育支援委員会の開催Ⅱ【Ｃ】 

10月 
■★校内進学説明会の実施 

■校内教育支援委員会の開催Ⅱ【②】 
  

11月    

12月 ■★懇談会の実施Ⅱ【③】  ■★懇談会の実施【Ａ】 

１月 
■★懇談会の実施Ⅲ【③】 

■校内教育支援委員会の開催Ⅲ【②】 
  

２月  ■半田市中高連絡会・研修会の開催Ⅱ【①】【Ｅ】 
 

３月 

■★懇談会の実施Ⅳ【③】 

■引継ぎ生徒一覧表の作成【⑤】 

■引継ぎ資料の整理【⑤】 

■指導要録と共に個

別の教育支援計画

等を送付【⑥】 

  

中学校と高等学校の「つながり」 年間計画【半田市モデル】 

中
学
３
年
生 

ス
タ
ー
ト
！ 

入 

学 
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令和２年度特別支援教育体制推進事業 
特別支援教育推進モデル事業 中高連携特別支援教育推進校研究委託 実施要綱 

                                    
令和２年４月 

                           愛知県教育委員会特別支援教育課 
 
１ 目的 

地域内の中学校と高等学校をモデル研究校として、通常の学級に在籍する特別な支援を必要と
する生徒の支援・指導の充実及び支援情報の引継ぎ方法、活用等について研究する。 

さらに、その研究成果をまとめ、県内の高等学校、市町村立学校等の教員へ広めることで、指
導力の更なる向上を図る。  

 
２ 実施内容 

（１）支援・指導方法の研究 
・ 中高連携による支援情報の引継ぎ体制 
・ 中学校で行っている支援・指導の高等学校への円滑な引継ぎ方法 
・ 引き継いだ情報の活用方法 

（２）研究報告書の作成 
・ 通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする生徒への支援・指導に関するまとめ 

（３）研究成果の普及（県が主催する研修との連携） 
  ・ 発達障害児等基礎理解推進研修での報告 
  ・ 市町村特別支援教育推進者資質向上研修での報告 
 
３ 中高連携特別支援教育推進校における支援・指導方法の検証 
（１）評価専門員の設置  

学識経験者１名及び愛知県教育委員会職員２名（特別支援教育課１名、高等学校教育課１名）を
「評価専門員」として設置する。評価専門員は年間２回、支援拠点校を訪問する他、必要に応じて
指導・助言等を行う。 

（２）評価専門員の評価について 
評価専門員は、支援拠点校における通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする生徒への支

援・指導方法及び中高連携の在り方等について、次の評価を行う。  
  ア 通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする生徒への支援・指導方法等 

イ 中学校及び高等学校における支援情報の引継ぎシステム及び中高連携の在り方  
 

４ 研究委託期間 
  令和２年度 
 
５ 研究委託市 

半田市に委託する。 
 

６ 検討委員会 
（１）検討委員会について 
   学識経験者を委員長として、検討委員会を設置する。検討委員会は年間２回程度実施する。 
（２）検討委員   
  ・評価専門員 ３名 

（学識経験者１名、愛知県教育委員会職員２名＜特別支援教育課１名、高等学校教育課１名＞） 

  ・県総合教育センター職員 １名 
・半田市教育委員会担当者 １名 
・支援拠点校職員 ２名  
・特別支援教育課職員 ３名 

（３）検討する内容について 
   検討委員会では、支援拠点校における通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする生徒への支

援・指導方法及び中高連携の在り方等について、次の検討を行う。 
  ア 通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする生徒への支援・指導方法及び中高連携の成果と

課題  
  イ 研究の方向性、まとめ方 
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中高連携特別支援教育推進校研究 検討委員名簿 

 

 

氏名 所属等 

小川 純子 星城大学（特任教授） 

百武 雅子 半田市教育委員会（指導主事） 

山崎 文宏 半田市立成岩中学校（校長） 

橋本 具征 県立半田農業高等学校（校長） 
 

（事務局を除く委員のみ、敬称略） 
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